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学
界
の
動
き

ま
ず 、
国
際
的
な
も
の
で
は 、
昭
和
四
十
六
年
九
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で 、

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
コ
ス
l
ト

大
学
で 、
国
際
計
算
言
語
学
研
究
大
会
が
関
か
れ 、

日
本
か
ら
は 、
和
田
弘・
石
綿
敏
雄の
両
氏
が
参
加し
た 。
大
会
テ
!

?
は 、

「
電
子
計
算
機
に
よ
る
言
語
分
析
と
統
計
解
析」
で 、
構
文
解
析・
機
械
翻
訳

を
は
じ
め 、
類
義
語・
反
意
語
な
ど
意
味の
問
題の
解
析
方
法
や
表
示
法 、
あ

る
い
は 、
借
用
の
過
程の
モ
デ
ル
な
ど
の
発
表
が
あっ
た 。
ζ
の
大
会
の
模
様

は 、
計
量
国
語
学日
号に
紹
介
さ
れ
て
い
る 。

つ
ぎ
に 、
昭
和
三
十
九
年に
東
京
で 、
昭
和
四
十
二
年に
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ

れ
た
「
日
米
科
学
協
力
C
L
(
計
算
言
語
学)
国
際セ
ミ
ナ
ー」

は 、
昭
和
四

十
六
年一
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で 、
東
京・
芝
の
機
械
振
興
会
館で 、

第
三
回
の
合
同
研
究
会
を
開
い
た。
そ
の
内
容
は 、
計
量
国
語
学訂
号に
紹
介

さ
れ
て
い
る
が 、
今
回
は 、
漢
字
の
機
械
処
理
が
中
心
で
あ
り 、
漢
字の
入
出

力
装
置
の
問
題
ゃ 、
漢
字
字
形
の
パ
タ
ー
ン
認
識
あ
る
い
は
字
形の
合
成
(ジ

ェ、不
レ
1
ト)

な
ど
を
め
ぐ
る
研
究
発
表
や
討
論
が
行な
わ
れ
た。

圏
内
に
移
る
と 、
電
気
学
会・
電
子
遜
信
学
会
な
ど
の
「
電
気
四
学
会
連
合

大
会(
昭
和
必-
m)」
に
お
い
て
「
情
報
処
理
で
日
本
語
を
ど
う
扱
う
か」
の

田

ニ￡己

与主

夫

中

テ
!?

が
と
り
あ
げ
ら
れ
た。
と
の
大
会
で
は 、
「
日
本
語
の
表
現
を
ど
う
考

え
て
行
く
か
(
喜
安
善
市)」
「
日
本
語の
性
質
と
統
計
(
石
綿
敏
雄)」
「カ
ナ

か
ら
漢
字へ
の
変
換
(
藤
井
純・
原
哲
夫・
木
村
繁)」
「
機
械
翻
訳
か
ら
み
た

日
本
語
(
杉
田
繁
治)」
な
ど
の
発
表
が
あ
り 、
乙
れ
ら
を
め
ぐっ
て
討
論
が

展
開
さ
れ
た。

ま
た 、
昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で 、
「
音
声
情
報

処
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」
が 、
東
北
大
学
電
気
通
信
研
究
所の
主
催
で 、
東
北
大

学
工
学
部
で
開
催
さ
れ
た 。
参
加
者は 、
工
学
を
は
じ
め 、
言
語
学・
医
学
な

ど 、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で 、
三
日
間
に
わ
たっ
て 、
言
語 、
特に
日
本
語
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
討
議
が
行
な
わ
れ
た。
二
十
三
の
発
表
の
中
か
ら 、
国

語
学
方
面の
関心
を
ひ
き
そ
う
な
も
の
を
拾
う
と 、
「
日
本
語
の
生
成
文
法(
井

上
和
子)」
「
日
本
語
音
形
論
(
早
田
郷
洋)」
「
日
本
語
文
の
分
析
お
よ
び
合
成

に
つ
い
て
(
栗
原
俊
彦)」
「
調
音
器
官
の
動
的
観
測
(
藤
村
靖・
桐
谷
滋
ご

「
音
声
の
音
調
的
法
則
(
加
藤
康
雄・
落
合
和
雄・
藤
崎
博
也・
須
藤
寛
ご

「
連
続
音
声
中の
母
音
知
覚の
モ
デル(
粕
谷
英
樹・
新
井
章
治・
金
森
吉
成・

城
戸
健一)」
「
音
韻
性の
特
徴
抽
出
に
つ
い
て
(
鈴
木
誠
史)」
「
辞
書
と
音
形

規
則
を
利
用
し
た
単
語
音
声の
認
識
(
板
橋
秀一
・

牧
野
正
三・
城
戸
鍵
ご」
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「
母
音
の
個
人
性
の
聴
覚
に
よ
る
識
別
と
音
響
的
特
徴(
松
本
弘・
曽
根
敏
夫・

二
村
忠
之)」
「
音
声
研
究の
将
来の
展
望
(
坂
井
利
之
ご
な
ど
が
あっ
た 。

数
理
言
語
学
の
方
面の
も
の
と
し
て
は 、
「
識
別
理
論
(
稲
村
晃
夫)」
「
系
列

パ
タ
ー
ン
の
識
別
(
堂
下
修
司
ご
な
ど
の
ほ
か 、
「
統
計
的
手
法
に
よ
る
音
声

の
特
徴
抽
出
(
板
倉
文
忠
ご
が
挙
げ
ら
れ
る 。

日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

の
第
八
回
情
報
科
学
技
術
研
究
集
会
が 、
昭

和
四
十
六
年
十
月
四
日・
五
日
の
両
日 、
東
京
電
機
大
学に
お
い
て
開
催
さ
れ

た 。
「
逆
配
列
五
十
音
順
の
応
用
実
施
例
(
渡
辺
了
悦)」
「
抄
録
等K
用
い
る

日
本
語
の
基
本
文
型
の
分
析
(
中
井
浩・
加
納
実
紀
代・
宇
津
野
宏
二・
荒
木

啓
介・
向
山
美
智
子・
高
野
守
正)」
「叶
S
E
EmH巳
2
の
マ
ル
コ
フ
表
現

式
|l漢字のカナ化を合む

(
五
十
嵐
実
子)」
「
カ
ナ
混
り
語
奨
か
ら
漢
字
混
り

詩
集へ
の
変
換
に
つ
い
て
(
長
谷
文
子)」
な
ど
を
は
じ
め 、
情
報
検
索
関
係

の
研
究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
た 。

情
報
処
理
学
会の
第
十一
回
大
会
は 、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
日・
十一

日
の
両
日 、
日
本
都
市セ
ン
タ
ー・

麹
町
会
館・
都
道
府
県
会
館の
三
会
場
で 、
ま

た 、
第
十
二
回
大
会
は 、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
日・
三
日
に
東
京
の
全
共

連ビ
ル
と
都
市セ
ン
タ
ー

で
聞
か
れ
た 。
第
十一
回
大
会
で
は 、
「
加
重
相
聞

に
よ
る
文
字
認
識
(
佐
野
太一
郎・
内
山
元・
門
田
彰
三・
牧
原
洋・
安
回
道

夫)」
「
手
書
き
文
字
入
力
と
〉円。OF
の
短
縮
(
今
井
貞一二)」
「コ
ン
パ
ク

ト
な
文
字
発
生
方
式
に
つ
い
て

||ひらがなの発生(
鈴
木
隆一
・

池
旧
克
夫・

清
野
武
ご
な
ど
の一
般
講
演
が
あっ
た 。

第
十二
回
大
会
で
は 、
桜
井
健
二
郎
氏の「パ
タ
ー
ン
情
報
処
理
に
つ
い
て」

と 、
水
野
幸
男
氏の
「
情
報
処
理
用
言
語
の
現
状
と
将
来」
の
招
待
講
演
に
続

い
て 、「コ
ン
パ
ク
ト

な
文
字
発
生
方
式
に
つ
い
て

||漢字の発生(
鈴
木
隆一­

池
田
克
夫・
清
野
武)」
「
文
脈
空
間
と
そ
の
応
用
(
伊
藤
正
美)」
「
漢
字パ
タ

-
ン
の
二 、
三
の
性
質
(
山
本
真
次・
中
田
和
男)」
「
加
童
相
聞
に
よ
る
漢
字

認
識
(
安
岡
道
夫・
牧
原
洋・
門
田
彩一ニ)」
「
ト

ポロ
ジ
カ
ル
な
性
質に
よ
る

漢
字
の
分
類
(
門
田
彰
三・
山
本
真
次・
閃
光
宣)」
「
共
通
部
分パ
タ
ー
ン
に

よ
る
漢
字の
分
類
(
寺
井
秀一)」
「
特
殊マ
ス
ク
と
相
関
係
数
に
よ
る
漢
字
の

分
類
(
市
川
烹・
中
間
和
男・
安
田
道
夫)」
「
周
辺
分
布
に
よ
る
漢
字の
認
識

(
中
野
康
明・
中
岡
和
男)」
「
左
側
漢
字
の
オ
ン
ラ
イ
ン
識
別
(
依
田
時
夫­

安
国
道
夫)」
「
手
書
き
漢
字の
オ
ン
ラ
イ
ン
識
別
(
柏
岡
誠
治・
岩
間
裕
志
ご

な
ど
の一
般
講
演
が
あっ
た 。

乙
の
ほ
か 、
情
報
処
理
学
会
は 、
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
るロ
ーマ

字
コ
ー

ド 、
ヵ
ナ
文
字コ
ー
ド
の
I
O
S
(
国
際
標
準
規
格)
に
続い
て 、
昭
和
四
十

五
年
度
か
ら 、
漢
字コ
l
ド
の
標
準
化
に
乗
り
出
し
た 。
同
学
会
の
漢
字コ
ー

ド
委
員
会は 、
一
年
半
に
わ
た
る
検
討
の
末 、
昭
和
四
十
六
年
十
月
に
「
標
準

コ
l
ド

用
漢
字
表」
を
作
成し 、
コ
ー
ド

を
設
定
す
る
範
囲
(
字
種)
に
つ
い

て
の
案
を
ま
と
め
た 。
ひ
きつ
づ
い
て 、
実
際の
コ
ー
ド

化
に
つ
い
て
の
検
討

に
は
いっ
て
い
る 。

つ
ぎ
に 、
国
立
国
語
研
究
所の
関
係
で
は 、
昭
和
四
十
五
年
六
月一
目 、
岩

波
ホ
ー

ル
で 、
「志向
索
調
査
デ
l

タ
の
自
動
処
理
法
(
田
中
章
夫)」
「口問
詞
認

定
の
自
動
化(
中
野
洋)」
「
現
代
新
聞の
漢
字
使
用
の
傾
向
(
野
村
雅
昭)」「
語

索
調
査
と
情報
処
理
(
石
綿
敏
雄)」
の
研
究
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た。
ま
た 、

昭
和
四
十
六
年の
研
究
発
表
会
も 、
十一
月
十
七
日
に 、
同
じ
く
岩
波
ホ
1ル

で
行
な
わ
れ 、
「
語
集
調
査
シ
ス
テム
の
問
題
点
(
斎
藤
秀
紀)」
「
短
単
位
連

接
表
に
よ
る
語
構
成
の
分
析
(
中
野
洋)」
「
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
の
機
能
(
野

林
雅
昭)」
「
表
記
調
査
シ
ス
テム
の
構
想
(
土
屋
信
こ」
の
発
表
が
あっ
た 。

言
語
学
関
係
の
学
会
で
は 、
計
量
国
語
学
会
の一
九
七
O
年の
大
会
が 、
十

月
三
日
K
京
都
婦
人セ
ン
タ
ー

で
関
か
れ 、
「
送
り
が
な
の
ゆ
れ
の
数
値
化(
土
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屋
信
ご
「
中
世
英
語
の
コ
ン
コ
1

ダ
ン
ス
(
岡
本
哲
也・
加
藤
知
己・
坂
本

義
行)」
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
流
行
歌の
作
成
(
中
野
洋)」
「
意
味・
文
法・

メ
タ
言
語
(
水
谷
静
夫
ご
の
研
究
発
表
が
あ
り 、
一
九
七一
年
大
会
は 、
東

京
女
子
大
学
で
九
月
二
十
五
日
に
聞
か
れ
た 。
乙
の
大
会
で
は 、
「
助
詞-一
を

含
む
動
詞
句
の
構
造
(
石
綿
敏
雄)」
「
文
脈
空
間
と
そ
の
応
用
(
伊
藤
正
美
ご

「
新
聞
社
説の
文
章
(
棒
島
忠
夫)」
「
漢
字
調
査
の
言
語
単
位
(
野
村
雅
昭
こ

「
事
柄
に
関
す
る
情
報
検
索
用
の
言
語
(
水
谷
静
夫)」
の
研
究
発
表
が
行
な
わ

れ
た 。昭

和
四
十
五
年
度の
国
語
学
会
春
季
大
会は 、
五
月
三
十
日・
三
十一
日 、

日
本
女
子
大
学で
開
催
さ
れ 、
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
書
き
取
り
lーはん用表記変

換プロ
グラム

(
石
綿
敏
雄・
斎
藤
秀
紀・
木
村
繁)」
な
ど
の
発
表
が
あ
り 、
秋

の
島
根
大
学の
大
会
で
は 、
「
説
話
文
学の
基
礎
語
索
(
寿
岳
託
子)」
な
ど
が

あ
っ

た 。
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十二
日・
二
十
三
日
に
大
阪
大
学で
関
か
れ

た
春
季
大
会
で
は 、
「
漢
字の
排
列
法
(
林
大)」
な
ど
の
発
表
が
あっ
た 。
同

年
秋
の
大
会
は 、
山
形
大
学
で
開
催
さ
れ 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
文
字
論

の
課
題
(
発
題
|

野
村
雅
昭・
石
綿
敏
雄 、
司
会
|

渡
辺
修 、
記
録
|

福
島
邦

道)」
が
行
な
わ
れ
た 。

最
後
に
日
本
言
語
学
会
の
大
会
か
ら
拾
う
と 、
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
六
日 、

成
際
大
学
で
関
か
れ
た 、
第
六
十
二
回
大
会
で
は 、
「一局
次
文
に
関
す
る一
考

察
(
伊
藤
克
敏)」 、
十一
月
七
日
九
州
大
学
で
関
か
れ
た
第
六
十
三
回
大
会
の

公
開
講
演
「
自
然
言
語
の
機
械
処
理
(
田
町
常
夫)」
が 、
挙
げ
ら
れ
よ
う 。

昭
和
四
十
六
年
に
つ
い
て
は 、
五
月
二
十
九
日
津
田
塾
大
学で
関
か
れ
た
第
六

十
四
回
大
会
か
ら
は
「
日
本
語
の
三
つ
の
関
連
し
た
構
文

ll変形理論による分

析
(
大
江
三
郎
ご
が 、
ま
た
十
月
二
日
北
海
道
大
学
で
関
か
れ
た
第
六
十

五
回
大
会
か
ら
は 、
公
開
講
演
「
論
理
学
と
窓
味
の
問
題」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る 。研究

図
書・
資
料
な
ど

乙
の
二
年
間
に
刊
行
さ
れ
た 、
数
理
言
語
学
関
係
の
図
書 、
と
く
に 、
言
語

情
報
処
理
関
係
の
研
究
書は 、
た
いへ
ん
な
数
に
の
ぼ
り 、
と
て
も
紹
介
し
き

れ
な
い 。
そ
ζ
で 、
日
本
語の
諸
問
題
を
数
理
的
な
面
か
ら
分
析
し
た
も
の 、

あ
る
い
は 、
日
本
語
の
機
械
的
な
い
し
は
数
理
的
処
理
の
問
題
と 、
そ
の
理
論

を
め
ざ
し
た
も
の
の
み
に
し
ぼっ
て
紹
介
し
て
み
る
と
と
に
す
る 。

ま
ず 、
基
礎
理
論の
方
面
で
は 、
「
言
語
と
数
学
(
水
谷
静
夫・
昭
釘-
m­

森
北
出
版)」
「
数
理
言
語
学
入
門(
野
口
宏・
昭
必・
7・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社)」

が
あ
る 。
前
者
は 、
文
法の
記
述
や
同
形
異
義
語
の
問
題
あ
る
い
は
表
現・
解

釈
の
行
為
と
い
っ

た
も
の
を
材
料
に 、
数
理
言
語
学
的
な
手
法
を
使っ
て
処
理

し
た
も
の
で 、
理
論
と
実
際
の
処
理
手
順
が 、
わ
か
り
や
す
く

記
述
さ
れ
て
い

る 。
後
者
は 、
オ
ー
ト

マ
ト
ン
理
論
が
中
心
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
も
と
づ
い

て 、
変
換
文
法
な
ど 、
言
語の
変
換の
手
法に
も
ふ
れ
て
い
る 。
オ
ー
ト
マ
ト

ン
関
係
で
は 、
J-
E・
ポ
ッ

プ
ク
ロ
フ
ト

の
「
言
語
理
論
と
オ
ー
ト

マ
ト
ン」

が
野
崎
昭
弘・
木
村
泉
ら
の
訳
で 、
昭
和
四
十
六
年
六
月に
サ
イ
エ
ン
ス
社
か

ら
出
た。

吉
田
夏
彦「乙
と
ば
と
実
在

|!形式主義と集合の哲学(
昭
必・
日・
新
限
社
ご

に
は 、
「
カ
ル
ナッ
プニ
パ
l・
ヒ
レ
ル
の
意
味
論
的
情
報
理
論」
の
紹
介
や 、

「
人
工
言
語
と
自
然
言
語」
の
論
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。
論
理
の
関
係
で

は
「
論
理
と
情
報の
世
界
(
中
井
治・
河
野
守
正・
昭
必・
8・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
ご
が
あっ
た 。
前
半
で
近
代
論
理
学
を
紹
介し
た
う
え
で 、
言
語
の
論

理
を 、
論
理
数
学
や
情
報
理
論
を
用
い
て
解
き
明
か
し
て
い
く
内
容
で
あ
る 。

日
本
語
の
問
題
を
扱っ
た
も
の
と
し
て
は 、
高
橋
達
郎
「
日
本
語
の
機
械
処

理(
昭
必
・
4
・

東
洋
経
済
新
聞
社
ご
が
あ
る 。
前
半
は 、
言
語
情
報の
機
械
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処
理
の
話
が
中
心
だ
が 、
後
半
は 、
日
本
語 、
特に
漢
字の
処
理
に
つ
い
て 、

て
い
ね
い
に
解
説
し
て
い
る 。
日
本
語
の
表
記
の
効
率
を
扱っ
た
あ
た
り
は 、

国
語
学の
方
面の
人
々
か
ら
も 、
か
な
り
関
心
を
も
た
れ
た
よ
う
で
あ
る 。
情

報
処
理
機
械
の
理
論
的
な
面
を
扱っ
た
も
の
で
は
「
情
報・
言
語・
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
ッ

ク
ス
(ジ
ヤ
ジ
ッ
ト・
シ
ン
著・
は
や
し
は
じ
め・
梅
田
宗
宏
共
訳・

昭
必・
日
・
白
楊
社)」
が
あっ
た 。

以
上の
ほ
か 、
A
-

A・
ヒ
ル
編・
宮
部
菊
男
ほ
か
訳
の
「
現
代
言
語
学

||紹介と展望
(
昭
必・
7・
研
究
社
ご
に
は 、
「
機
械
翻
訳
(
ウ
イ
ン
フ
レ

ッ
ド・
p・
レ
1

7
ン
・

下
回
弘
之
訳)」
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
言
語
学
(
レ
オ
ウ

ェ
イ
ン
・
ト
ッ
シ
ュ
・

寺
沢
芳
雄
訳
ご
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

国
立
国
語
研
究
所
か
ら
は 、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
三
十
九
「
電
子
計
算
機

に
よ
る
国
語
研
究(
班
ご
が 、
昭
和
四
十
六
年
三
月
に
出
た 。
内
容
は
「
詩
集

調
査
と
基
本
語
繋
(
林
四
郎)」
「
新
聞
用
語
調
査
の
用
例
印
字
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
のO回OF
同
42
q u
(
石
綿
敏
雄
ご
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
語
集
調
査
E(
斎

藤
秀
紀
ご
「
品
詞
認
定
の
自
動
化
(
中
野
洋)」
「
新
聞
語
繋
調
査
の
向車日
語
と

同
形
語(
田
中
章
夫)」
「
新
聞
漢
字
調
査
の
機
械
処
理
シ
ス
テ
ム(
野
村
雅
昭
こ

の
諸
論
を
収
め
て
い
る 。
ま
た 、
同
研
究
所
報
告
三
十
二
「
社
会
構
造
と
言
語

の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
(
2)」 、
報
告
四
O
「
送
り
が
な
意
識
の
調

査」 、
報
告
四
十一
「
待
遇
表
現の
実
態」
な
ど
も 、
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う 。つ

ぎ
に 、
シ
リ
ー

ズ
な
い
し
は
講
座
もの
で
は 、
ま
ず 、
共
立
出
版の
「
情

報
科
学
講
座」
に
は 、
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
出
た
「
言
語
理
論
(
栗
原
俊

彦・
吉
田
将
ご
が
あ
る 。
「
分
析モ
デ
ル
に
よ
る
言
語
理
論」
「
生
成
文
法
に

よ
る
言
語
理
論」
「
言
語
の
意
味
論」
な
ど
を
内
容
と
し 、
と
れ
に
つ
い
て
は 、

「
国
語
学
部
集」
に
水
谷
静
夫
氏の
紹
介
が
出
て
い
る 。
ま
た 、
と
の
講
座
に

は
「
情
報
の
伝
播
(
吉
田
正
昭・
昭
必・
口
ご
も
あ
る 。

N
H
K
の
「
情
報
科
学
講
座」
で
は 、「8 、
社
会
と
情
報
(
北
川
敏
男
編)」

の
中
に 、
「
三 、
新
し
い
言
語
学

|構造主義から生成変形文法(
川
本
茂
雄
と
が

あ
る
ほ
か 、
「6 、
認
識
と
情
報
(
渡
辺
茂
編
ご
に
は
「
八 、
自
動
翻
訳
(
坂

井
利
之
ご
な
ど
が
見
ら
れ
る 。
ま
た 、
東
京
大
学
公
開
講
座
十
三
の
「
情
報

(
東
大
出
版
会・
昭
必・
叩)」
は 、
情
報
理
論
や
情
報
検
索の
理
論
の
ほ
か 、

産
業・
教
育
な
ど
社
会の
各
方
面の
情
報
処
理
の
問
題
を
論
じ
て
い
る 。

毎
日
新
聞
の
「
情
報
化
社
会
(
林
雄
二
郎・
片
方
善
治・
白
根
礼
吉
編)」

の
シ
リ
ー

ズ
は 、
昭
和
四
十
五
年
六
月
に
「
四 、
伝
え
る」
が 、
同
年
八
月
に

「
五 、
考
え
る」
が 、
刊
行
さ
れ
た 。
「
伝
え
る」
の
方に
は 、
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
時
代
の
言
語
問
題
(
坂
弁
利
之
ご
の
ほ
か 、
シ
ン
ポ
ジ
ウム
「
情
報
化
社

会
に
伝
え
る
(
白
根
礼
吉・
唐
禄一
・

片
方
善
治・
林
雄
二
郎)」
が
見
ら
れ 、

「
考
え
る」
の
方
に
は 、
シ
ン
ポ
ジ
ウム
「
情
報
化
社
会
に
考
え
る
(
林
雄二

郎・
吉
田
夏
彦・
白
根
礼士口・
片
方
善
治)」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。
明
治
書

院の
講
座
「
文
章の
技
法」
の
「
三 、
と
れ
か
ら
の
文
章
(
昭
必・
7)」
か

ら
は
石
綿
敏
雄
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
文
章」 、
安
本
美
奥
「
文
章
心
理
学
か
ら

の
ビ
ジ
ョ
ン」
の
二
篤が
あ
げら
れ
る 。

心
理
学の
方
面の
講
座
で
は
「
現
代
心
理
学
班・
言
語
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
(
昭
必・
8・
白
水
社
と
に 、
「乙
と
ば
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
(
フ

ラ
ン
ソ
ワ・
プ
レ
ッ
ト
ソ
ス・
佐
藤
信
夫
訳)
が 、
ま
た 、
「
講
座
心
理
学
八・

思
考
と
言
語
(
昭
必・
9
・

東
大
出
版
会
ご
に
は
「
文
法
と
情
報
処
理
(
高

図
洋一
郎
ご
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

外
国の
も
の
の
紹
介
で
は 、
「
近
代
言
語
学
大
系
1・

言
語
の
木
質
(
昭
和

必-
u・
紀
伊
国
屋
書
庖)」
に
は
い
っ

て
い
る
「
記
号
学
(L・
I-
プ
リ

エ
ト・

佐
藤
信
夫
訳)」
「一言
語
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーシ
ョ

ン
理
論
(p・
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数理言語学と計量的研究

ギ
ロ
l・

島
岡
茂
訳)」
の
二
つ
を
挙
げ
て
お
く 。

資
料
的
な
も
の
に
移
る
と 、
ま
ず 、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
三
十
七
「
電
子

計
算
機
に
よ
る
新
聞の
諮
奨
調
査
(昭
必・
3・
秀
芙
出
版)」 、
同
じ
く
報
告

三
十
八
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
新
聞の
語
奨
調
査
l

E
(
昭
必・
3・
秀
芙
出

版
ご
が
あ
る 。
前
者は 、
昭
和
四
十一
年の
新
聞
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る

語
索
調
査
の
中
間
報
告
で
あ
る
が 、
漢
字
か
な
ま
じ
り
の
入
力
デ
ー

タ
の
姿
を

忠
実
に
と
ら
え
て
集
計
し
て
い
る
点
で 、
言
語
情
報
処
理
関
係
の
基
礎
資
料
と

し
て
も
貴
重
で
あ
る 。
後
者は 、
入
力
の
さ
い
に
つ
け
た
語
種・
品
詞
な
ど
の

情
報
別
に
ソ
l
卜
し
て
示
し
た
もの
で 、
巻
末
に 、
ヨ
ミ
が
同一
で
文
字
列
が

異
なっ
て
く
る
も
の
(
同
音
語
て
そ
の
逆
に 、
文
字
列
が
同一
で
ヨ
ミ
が
異

な
っ

て
く
る
も
の
(
同
形
語)
の
リ
ス
ト

が
つ
い
て
い
る 。

乙
の
ほ
か 、
国
立
国
語
研
究
所
か
ら
は 、
同
研
究
所
資
料
集
八
と
し
て 、
昭

和
四
十一
年の
新
聞
の
漢
字
調
査
の
中
間
報
告
「
現
代
新
聞
の
漢
字
調
査」
が

出
て
い
る。

維持
蕊
類
の
論
文
な
ど

と
の
二
年
間
に
発
表
さ
れ
た
数
理
言
語
学
関
係
の
雑
誌
論
文
と
な
る
と 、
と

て
も
扱
い
き
れ
る
もの
で
は
な
い 。
学
問
分
野
も 、
言
語
学・
心
理
学・
工

学・
数
学・
医
学
と
多
方
面
に
わ
た
る
う
え 、
発
表
誌
も
学
会
機
関
誌
や
大

学・
研
究
所の
紀
要
や
報
告
な
ど
の
ほ
か 、
図
書
館
あ
る
い
は
電
算
機
メ
ー

カ

ー
な
ど
の
刊
行
し
て
い
る
も
の
に
も 、
関
心
を
払
う
べ
き
も
の
が
少
な
く
な

い 。
さ
ら
に 、
一
般
の
出
版ジ
ャ
ー

ナ
リズ
ム
に
お
い
て
も 、
自
然
科
学
系・

人
文
科
学
系・
社
会
科
学
系
を
問
わ
ず 、
数
理
言
語
学の
関
係
の
論
文や
記
事

が
掲
載
さ
れ
る
乙
と
は
珍
し
く
な
い 。
斯
界
の
た
め
に
は
喜
ば
し
い
と
と
で
は

あ
る
が 、
展
望
執
筆
と
な
る
と 、
ま
と
と
に
ウ
ン
ザ
リ
し
て
し
ま
う 。

そ
と
で 、
無
理
を
せ
ず
に 、
と
と
ば
関
係
の
人
々
向
け
に
書
か
れた
も
の
や 、

国
語
関
係
の
畑
に 、
比
較
的
な
じ
み
の
あ
る
雑
誌
を
中
心
に
紹
介
し
て 、
責
め

を
ふ
せ
ぐζ
と
に
す
る 。

ま
ず 、
文
字
関
係
の
数
理
言
語
学
的
な
論
文
と
し
て
は 、
「
情
報
社
会
と
表

記
(
様
島
忠
夫・
辞
書・
昭
必
・
1)」
「
漢
字
に
お
け
る
読
み
と
書
き
のパ
ラ

ド
ッ

ク
ス
(
河
井
芳
夫
・

計
量
国
語
学
日
号)」
「
漢
字
の
音
訓
度

|l
現
代の
新

聞・
雑
誌を
資
料
とし
て

(
野
村
雅
昭
・

計
量
国
語
学
日
号)」
「
漢
文
教
科
書
の
漢

字
調
査
(
江
速
隆・
計
量
国
語
学臼
号
ご
な
ど
が
昭
和
四
十
五
年に
発
表
さ
れ

た。
四
十
六
年
に
は 、
「
日
本
語
文
字の
認
知
に
関
す
る一
研
究
(
芳
賀
純・

計
量
国
語
学
町
号)」
「
漢
字
の
薗
の
分
布
と
複
雑
性
(
河
井
芳
文・
東
京
学
芸

大
学
紀
要
包)」
「
漢
字
調
査
の
言
語
単
位
(
野
村
雅
昭
・

計
量
国
語
学
問
号)

な
ど
が
あっ
た 。
両
年
と
も 、
や
は
り 、
漢
字
関
係の
問
題
が
多
く
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

音
声の
方
面で
は 、
あ
い
か
わ
ら
ず 、
音
声
認
識
の
研
究
が
花
ざ
か
り
で
あ

る 。
「
音
声
認
識
と
ロ
ポ
ト
ロ
ジ
l

(
猪
股
修
二・
情
報
科
学
6
12)」

「
音

声の
自
動
認
識
装
置
と
心
理
言
語
学
(
黒
木
総一
郎・
N
H
K
技
研
月
報
日
|

4)」
「
音
声の
自
動
認
識
(
富
士
弁
格・
電
気
通
信
研
究
施
設
年
報・
一
九
七

O
年)」
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
音
声
認
識
(
枝
川
洋・
電
子
技
術
ロ
l5)」

な
ど

が
昭
和
四
十
五
年
に 、
「
合
成
音
声
の
弁
別
と
言
語
音
知
覚
機
構
の
モ
デ
ル(
藤

崎
博
也・
日
本
音
響
学
会
誌
幻
|9)」

「
辞
書
と
音
形
規
則
を
利
用
し
た
単
語

音
声の
認
識
(
板
橋
秀一
・

城
戸
健一
・
日
本
音
響
学
会
誌
幻
19)」

な
ど

が
昭
和
四
十
六
年に 、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る 。

諮
索
に
つ
い
て
は 、
昭
和
四
十
五
年
三
月
に 、
「
言
語
生
活」
が
「シ
ソ
ー

ラ
ス」
の
特
集
を
出
し 、
「
日

本シ
ソ
ー
ラ
ス
の
流
れ
(
林
四
郎)」
「シ
ソ
ー

ラ
ス
と
意
味
体
系
(
木
村
隆
子)」
「
情
報
検
索に
お
け
る
シ
ソ
ー
ラ
ス
(
笹
森

勝
之
助)」
「シ
ソ
ー
ラ
ス
の
自
動
作
成
(
岡
田
直
之)」
「シ
ソ
ー
ラ
ス
・
ミニ
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事
典
(
江
川
清)」
を
収
め
て
い
る 。
乙
の
ほ
か 、
「
性
向
語
集
の
セ
マ
ン
テッ

ク
ス
(
渡
辺
友
左・
言
語
生
活・
昭
必
-

m)」
「
古
典の口問
詞
統
計
(
宮
島
速

夫・
計
母
国
語
学
臼
号)」
「
語
い
の
類
似
度
(
宮
島
達
夫・
国
語
学
位
集
ご

な
ど
も 、
計
量
的
な
扱
い
を
し
た
研
究
で
あ
る 。
紹
介
的
な
も
の
と
し
て
は 、

「
新
聞
用
語
と
雑
誌
用
語
(
石
綿
敏
雄・
言
語
生
活
・

昭
必
・
5)」
「
国
立
国

語
研
究
所の
新
聞
語
奨の
調
査(
田
中
章
夫・
言
語
生
活・
問
必
・
5)」
が 、

ま
た 、
資
料
的
な
も
の
に
「
奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
奨
表

(
大
野
普・
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
凶)」
が
あっ
た 。
昭
和
四
十
六
年

に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し

て
は 、
「
形
容
詞
の
心
理
学
的
研
究
(
岸
本
末
彦・

大
阪
教
育
大
学
紀
要
四
|人

文)」 、
「
絵
本
の
語
奨-調
査
(
阪
本一
郎・
阪
本

鈴
子・
松
浦
百
合
子・読
将
科
学
日
1臼)」

が
あ
り 、
資
料
的
な
も
の
に 、

「
同
字
異
訓
熟
語
集
(
水
谷
静
夫
・

松
原
順
子・
坪
井
美
智
子・
計
量
国
語
学

問
号
ご
が
あっ
た 。

つ
ぎ
に 、
文
法
上
の
問
題
を
扱っ
た
も
の
と
し
て
は 、
「
リ
ス
ト

処
理
に
よ

る
活
用
ア
ク
セ
プ
タ
(
水
谷
静
夫・
計
量
国
語
学
日
号
ご
「
品
詞
分
類の
数
理

(
水
谷
静
夫・
数
学
セ
ミ
ナ
ー

叩
l2)」

の
二
つ
は 、
日
本
文
法に
対
す
る

数
理
言
語
学
的
な
せ
ま
り
方
を
実
験
し
て
み
た
も
の
で 、
き
わ
め
て
示
唆
に
富

ん
で
い
る 。

や
や 、
か
わっ
た
と
こ
ろ
で
は 、
「
計
量
国
語
学」
に
三
固
に
わ
たっ
て
連

載
さ
れ
た
棒
島
忠
夫
「
理
解の
モ
デ
ル」
が 、
四
十
六
年
九
月の
日
号で 、
一

応
完
結
し
た 。
ま
た 、
「
国
際
電
信
電
話」
に
八
回
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
た

佐
治
守
夫
「コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相」
が 、
同
じ
く
昭
和
四
十
六
年の

九
月
に
完
結し
た 。
い
ず
れ
も 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
力
作
で
あ

っ
た 。
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
し
て
は 、
と
の
ほ
か
に
も 、
「
表
現の
可

逆
性
||

伝
達の
問
題
(
宇
野
義
方・
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
論
究・
昭

組問・
2)」「
読
み
や
す
さ
の
基
準の一
試
案(阪
本一
郎・
読
書
科
学日・
臼
こ

「
音
声
で
表
現
さ
れ
る
意
志
と
そ
の
交
換
に
関
す
る
考
察
(
回
荷
繁・
北
海
道

大
学
教
育
学
紀
要
四
ご
な
ど
が
あっ
た 。

と
の
あ
た
り
で 、
乙
と
ば
の
機
械
処
理
の
方
面
に
い
く
と 、
ま
ず 、
「
言
語

生
活」
が
連
載
し
た
「
情
報
化
時
代
と
言
語」
の
シ
リ
ー

ズ
に
は 、
「
言
語
行

動
を
考
え
る
(
持
品
忠
夫)」
「
電
子
計
算
機
と
言
語
研
究
(
渡
辺
修)」
「
情
報

検
索の
た
め
の
漢
字
処
理(
西
尾
元
孝)」
が
あ
り 、
乙
れ
に
続
い
て 、
昭
和
四

十
五
年
十
月
号
か
ら
始
まっ
た
「
言
語
情
報の
処
理
と
理
論」
の
シ
リ
ー

ズ
に

は
「
人
工
頭
脳の
可
能
性
と
限
界
(
時
実
利
彦)」
「
新
聞
記
事
情
報
処
理
の
現

状
と
未
来
(
安
m
寿
明)」
「
人
間
と
機
械の
対
話
(
堀
川
前)」
「
言
語
の
窓
味

構
造
と
連
想
記
憶
(
西
村
千
秋
ご
な
ど
の
論
が
み
え
る 。
ま
た
「
情
報
科
学」

に
連
載
さ
れ
た
「
情
報
処
理」
に
は 、
中
村
幸
雄
氏の
「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
論

理
(
昭
必・
8
月)」
「
情
報
処
理
と
文
字(
昭
必・
日)」
お
よ
び
高
橋
達
郎
氏

の
「
カ
ナ
文
字・
ロ
ーマ

字
(
昭
必・
2)」
「
漢
字
(
昭
必・
4)」
「
漢
字
ー

か
な
変
換
(
昭
必・
7)」
な
ど
が
あ
り 、
い
ず
れ
も
言
葉の
問
題へ
の一
つ

の
考
え
方
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る 。

と
の
方
面
の 、
昭
和
四
十
五
年の
業
績
と
し

て
は 、
「
大
型
計
算
機
に
よ
る

日
本
語
構
造
の
多
変
量
情
報
解
析
(
宮
原
英
麓・
福
岡
教
育
大
学
紀
要
問)」

「
怠
味
情
報
論(
平
原
英
夫・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
お
12)」

「
言
語
情
報
処
理

に
お
け
る
窓
味の
把
握
に
つ
い
て
の一
方
策
(
中
野
洋・
計
昌
国
語
学
日
号)」

な
ど
は
基
礎
理
論
に
関
す
る
もの 。
処
理
の
方
は 、「
電
子
計
算
機
に
よ
る
カ
ナ

漢
字
変
換(泉
杭
宏
ほ
か・
広
島
工
業
大
学
研
究
紀
要
4
11)」

「
カ
ナ
漢
字
変

換
ω
(
梨
原
俊
彦
ほ
か・
九
州
大
学
工
学
築
報
必
19)」

「
文
法
情
報
を
利
用

し
た
カ
ナ
漢
字
変
換
(
相
沢
輝
昭・
N
H
K
技
研
月
報
日
|日)」

「ヨ
ミ
ガ
ナ

方
式
に
よ
る
カ
ナ・ロ
ーマ

字の
漢
字
変
換(
田
中
章
夫・
計
量
国
語
学
日
号
ご
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な
ど 、
文
字
の
変
換
処
理
関
係
の
もの
が
多
かっ
た 。
プ
ロ
グ
ラム
言
語
に
つ

い
て
は 、
コ
ン
パ
イ
ラ
ー

の
開
発・
紹
介
な
ど
専
門
的
な
も
の
は
別
と
し
て 、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
は
何
か
(
倉
持
矩
忠・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
お
|

4)」
や
「
言
語
学
か
ら
み
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
言
語
(
石
綿
敏
雄・
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
科
学2
19)」

等
は 、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
基
本
的
性
格
を
紹
介
し
た

も
の
で
あ
り 、
ま
た 、
「
各
種
汎
用コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
言
語
の
比
較
(
松
下
湿・

森
下
泰
正・
ソ
フ
ト
ウェ
ア
科
学2
|3)」

は 、
や
や
専
門
的
か
も
し
れ
な

い
が 、
プ
ロ
グ
ラム
言
語
の
性
格
を
知
る
の
に
便
利
な
も
の
で
あ
る 。
以
上の

ほ
か 、
紹
介
的
な
も
の
と
し
て
は 、
「
国
語
資
料の
機
械
処
理
(問
中
章
夫・

文
治
2
16
17)」

「コ
ン
ピ
ュ
ー

タ・
カ
タ
カ
ナ・
O
C
R
(
竹
腰
洋一
­

カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ・
昭
川町
・
8)」
な
ど
が
あ
り 、
資
料
的
な
も
の
と
し

て
は 、

「
情
報・
ド

キュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
文
献
展
望
(一
九
六
九・
国
内

翁)

||情報検索・
言語処理
(
中
井
治・
情
報
管
理
問
l

2)」
が
あっ
た 。
ま

た 、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
語
集
調
査
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
「
電
子
計
算

機
に
よ
る
放
送
用
語
の
研
究
(
菅
野
鎌・
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
年
報
臼)」

コア
1

タ
処
理
方
式
に
よ
る
語
集の
頻
度
統
計
に
つ
い
て
(
樋
口
忠
治
・

山
口

大
学
文
学
会
志
却

12)」
な
ど
が
あっ
た 。

昭
和
四
十
六
年
に
つ
い
て
は 、
基
礎
的
な
問
題
を
扱っ
た
も
の
に
「
自
然
言

語
の
機
械
処
理
(
栗
原
俊
彦・
情
報
管
理
U
18)」

「
シ
ミ
レ
l
シ
ヨ
ン
に
よ

る
言
語
行
動
の
解
析
(
石
綿
敏
雄・
ソ
フ
ト
ウェ
ア
科
学3
13)」

「
言
語
と

オ
ー
トマ
ト

ン
(
野
口
宏
・

数
理
科
学
・

昭
必
・
8)」
「
言
語
理
論
(
野
口

宏・
情
報
管
理・
昭
必
-

m)」
な
ど
が
あ
り 、
情
報
検
索
関
係
に
は
「
自
動

宗
引
(
高
橋
達
郎・
情
報
管
理・
昭
必・
9)」
「
自
動
抄
録
(
緒
方
良
彦・
情

報
管
理・
昭
日間・
ロ)」
「
自
然
言
語
の
処
理
を
目
的
と
す
る
I
R
シ
ス
テム
の

プ
ロ
グ
ラム
的
考
察(
斎
藤
孝-
F
F
S
ミ
g品
F
r円B
Eoロ
ω丘町ロ
89)」

な
ど
が
見
ら
れ
た 。
機
械
翻
訳
に
関
し
て
は 、
「
人
間
翻
訳
と
機
械
翻
訳(
永
井

正
夫・
情
報
管
理
・

昭
必
・
8)」
な
ど
が
あっ
た 。
資
料
的
な
も
の
と
し
て

は 、
「
情
報・
ド

キュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
文
献
展
望
(一
九
七
0・

国
内
編)
l1言語理論

(
中
井
浩・
情
報
管
理・
昭
必・
2)
を
紹
介
し
て
お乙

ぅ 。
ま
た 、
「
言
語
生
活」
の
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
号
に
は 、
板
橋
秀一
・

岩
淵
悦
太
郎・
城
戸
健一
・

坂
井
利
之・
長
尾
真・
野
崎
昭
弘
に
よ
る
座
談
会

「乙
と
ば
の
機
械
処
理
と
言
語
の
研
究」
が
掲
載
さ
れ 、
言
語
情
報
処
理の
現

状
と
問
題
点
を
め
ぐっ
て 、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
見
解
が
示
さ
れ
た。こ

の
ほ
か 、
座
談
会
で
は 、
「
人
間
言
語
と
自
然
言
語
||マ

ン・
マ
シ
ン
に
お

け
る
人
間
の
主
体
性
に
つ
い
て
(
今
井
武
夫・
中
川
忠
夫・
小
林一
作・
情
報

科
学7
lu

ご
な
ど
も
あっ
た 。

つ
ぎ
に 、
機
械
処
理
の
問
題
を
は
な
れ
て 、
数
理
言
語
学
あ
る
い
は
計
量
的

研
究
全
般
に
つ
い
て
見
渡
し
て
み
る
と 、
水
谷
静
夫
氏
に
よ
る
「
数
理
言
語
学

グロ
ッ

サ
リ

資
料」
が 、
「
計
量
国
語
学」
日
号
掲
載
分の
続
篇
と
し
て 、
同

誌
日
号
に
掲
載
さ
れ
た。
乙
れ
は 、
フ
レ
ー

ズ
構
造
文
法
関
係
の
も
の
で
あ

る 。
論
文
で
は 、
意
味
を
扱っ
た
も
の
に 、
「
単
語の
意
味
分
類モ
デ
ル
論
的

考
察
(
栗
原
俊
彦
ほ
か・
九
州
大
学
工
学
集
報
位

|3)」
「
自
然
語
の
意
味
情

報
と
そ
の
抽
出
お
よ
び
分
類
(
岡
田
直
之
ほ
か・
電
子
通
信
学
会
論
文
誌
臼
­

m)」
な
ど
が
あ
る
が 、
「
英
語
青
年」
の
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
十
こ
ま
で

九
回
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
た 、
毛
利
可
信
氏の
「
数
理
意
味
論の
輪
郭」

は 、
た
いへ
ん
読
み
ご
た
え
が
あっ
た 。
乙
の
ほ
か 、
「
窓
味
記
述
体
系(1)

(
水
谷
静
夫・
計
母
国
語
学
日
号
ご
な
ど
も
あ
り 、
数
理
窓
味
論
へ
の
関
心

が 、
大
い
に
高
まっ
て
き
た 。
「
言
語
記
号
の
非
記
号
性
(
千
野
栄一
・

言
語

学
論
叢叩)」
「
日
本
語
の
未
来
学(
高
橋
逮
郎・
文
法2
1

9)」
な
ど
も 、
数

理
言
語
学
に
深
い
関
係
の
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う 。
か
わっ
た
と
ζ
ろ
で
は 、
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「
文
学
作
品
を
因
子
分
析
す
る
(
安
本
美
奥・
数
理
科
学・
昭
必・
4
号
こ

や 、
暗
号
に
つ
い
て
の
「
暗
号へ
の
い
ざ
な
い
(
比
賀
江
太
郎・
言
語
生
活・

昭
必・
7
1
9)」
な
ど
が
あっ
た 。
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最
後
に 、
文
部
省
科
学
研
究
費
な
ど
の
交
付
状
況
を
見
る
と 、
昭
和
四
十
五

年
度に
は 、
「
日
本
語
の
電
子
計
算
機
処
理
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
(
代
表
者 、

岩
淵
悦
太
郎)」
「
図
形
に
よ
る
会
話
型
情
報
処
理
機
構
と
そ
の
言
語
理
論
的

構
造
に
関
す
る
研
究
(
清
野
武)」
「
図
形
認
知
と
言
語
行
動
に
つ
い
て
の
発

生
条
件の
実
験
的
分
析
(
鹿
取
広
人)」
「
語
の
情
緒
的
意
味
の
F
5
2
去

り
民
R
g
E
こA2rD品
に
よ
る
研
究
(
西
尾
寅
弥)」
「
情
報
処
理
の
た
め
の

諮
の
意
味の
研
究
(
様
島
忠
夫)」
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
自
然
語
の
自
動
構
文

分
析
(
岡
本
哲
也)」
「
計
算
シ
ス
テ
ム
と
の
遠
隔
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
に
よ
る
会
話

言
語
系の
研
究
(
大
泉
充
郎)」
「
音
声
情
報
の
自
動
処
理
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
(
城
戸
俊一)」
「
自
然
言
語
の
機
械
処
理
の
研
究
(
栗
原
俊
彦)」
「コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
行
動
の
構
造
に
関
す
る
実
験
的
研
究
(
足
立
自
朗
ご
な
ど
が 、

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た。
ま
た 、
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
は 、
「
言
語
的

思
考
に
お
け
る
抽
象
作
用
の
発
達
的
研
究
(
四
宮
農
ご
な
ど
に
交
付
さ
れ
て

い
る 。昭

和
四
十
六
年
度に
は 、
前
年
度
か
ら
の
継
続
研
究
の
ほ
か 、
「
日
英
相
互

の
機
械
翻
訳
(
栗
原
俊
彦)」
「
論
理
関
係
処
理
言
語の
研
究
(
緩
本
感)」
「
図

形
お
よ
び
音
声
を
入
出
力
と
す
る
言
語
情
報
処
理
の
研
究
(
田
町
常
夫)」
「
基

礎
語
奨
お
よ
び
構
造
を
中
心
と
し
た
日
独
語
の
対
照
言
語
学
的
研
究
(
田
中
泰

一一一)」
「
機
械
言
語の
論
理
的
研
究
(
杉
原
文
夫)」
「
情
報
処
理
の
た
め
の
誇
の

意
味の
研
究
(
様
島
忠
夫
ご
な
ど
の
諸
研
究
に
交
付
さ
れ
て
い
る。
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